








要約:入院中の子ども達の最大の要求は「早くお家に帰りたい」である。多くのターミナ

ルの子ども達にとって一番落ち着ける場所は、自分の家である。われわれは小児がんの子

ども達の在宅のターミナル・ケアを実現すべく努力してきた。現在まで 8人の小児がん患

児を在宅のままみとっている。その中の 2例について商業ベースにのっている在宅ケアシ

ステムと当病院訪問看護の料金について検討し在宅ケアが一般化するための適正な費用に

ついて考察を行った。まだまだ現行の保険による医療費では採算がとれないのが実情であ

る。早急な是正が望まれる


